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ゲーテとラーヴアター
ーケーテの宗教的態度を中心に一
橋村良孝
人間の精神面が再び大きくクローズアップされ，生の意義に関する問題
が追求される現代，即ちあらゆる文明領域に於ける新しい秩序と最高の生
の意識が否応なく要求される時代に，個人の尊厳や局限された形式から生
れる幸福を至高のものや不可知のものと結びつけ，人類，世界，神と結び
つけようとする努力を具現したように思われる人間Goetheと信心家La-
vaterとの友情とその訣別を通して,HumanistとしてのGoetheを解し，
その宗教的なるものを考察するのも新らたな意味があるのではないか。
この両者の当初の過激なまでの友情とその後の背反について， これまで
に色々と意見力:述べられているが,Goethe時代から現在に至って，尚そ
の訣別の根本原因は明らかでないし，又その謎を解くことは容易でないと
されている。
あらゆる人間の諸々の関係を見詰てきた偉大なGoetheがLavaterから
離反したのだと想定してもよければ，その原因の一つはLavaterが世界を
改宗させようとする偽聖者であり，狂信者であり，高慢な人間であったと
いう処にあったとも言えるかも知れない。
Lavaterに対し最も不公平な批評家の一人であると思われるEnglander
G.H.Lewesは，彼の,,ThenfbandworksofGoetheGGの中でLavaterに
ついて，その主旨を次のように述べている。 「GoetheのLavaterとの関
係は, Lavaterの坊主めいた要素が感情を害するまでは，すこぶる信頼の
おけるものであった。－彼の悟性は迷信的な雲に被れており， しかも彼
は予言者の役割を得意がっていた,)」と。又AlbertBielschowskyは彼のゲ
ーテ伝記の中で,Lavaterのことを「深い洞察と感情を持った非凡の人2)」
と言ってもいるが， その反面彼の「打算， 自惣れと予言者の自己欺臓」を
強調している。更にTheologieprofbssorKarlSellは，彼の,,DieReligion
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｜unsererKIaSSiker"に関する書物に於て,｢Lavaterの最も内面的，最も良
心的な宗教心3)」を力説しているが，それは， つまるところ，あらゆる賛
辞にも抱らず「謙孫な式服に身を包んだLavaterの自惚れと虚栄である」
と述べている。
叉教会側の他の見解に依れば，彼等の不和の責任はGoetheにあるとし
ている。即ち教会側からのいわゆるGoetheの不十分な宗教的関心，自己
の楽しみを世界に向けた態度，彼の非常な利己主義などが信心家Lavater
との友情の訣裂の原因であるかのように主張している。H・St.Chamfbrl-
ainは，彼のGoetheBuchの中で「Lavaterの宗教の狭量さ，友人に対す
る改宗の試み，彼の本質的な坊主風な如才なさ4)」等々に関して論じなけ
ればならないとしているが，結局のところ， このような友人の無情な転
向の理由としては， これだけでは十分でないことを告白している。更に
GoetheとLavaterの友情の破碇の原因について色々と述べられているが，
いまだ納得し得るその根本理由は明らかにされていないようである。まず，
彼等の生活と宗教的発展から訣別の原因を探ろう。
※
Goetheのキリスト教に対する態度は，彼の永い生涯の中で度々変って
いるが， しかし彼の宗教的態度を大雑把に展望すれば，概観的に変ってお
らず,Goetheにとって,,GottnaturGG5)が最高のものであったと思われる。
Goetheの幼年時代は敬虐なHerrnhuterKreiseに所属する母とその友
人SusannevonKIettenbergのもとにあり，詩人も心から敬虚な家庭の中
に育つことができたことを,,DichtungundWahrheitGGの中でその喜びを
伝え， このことを生涯の幸せと思っていた。早くから物語や，旧約聖書に
接してはいたが, しかしキリスト教の教示に於けるあまりにも旧約聖書の
規則的な態度が教会から，彼の心を離したのではなかろうか。教会主義の
キリスト教からの転向がStraBberg時代に生じ，その頃から信仰と思惟と
がますます汎神論に偏ったようである。Lavaterとの訣別後，両Stollberg
との絶交，更にはJung-Stilling等々との絶交が相次ぎ，キリスト教から
の本来の拒絶は,GoetheがFrauvonSteinから離れ,ChristianeValpuis
に向かった時代に当る。即ち彼自身が述べているように，彼の,,juliani-
schenHassef6の時期であり,,,XeniencGの詩人が，ただ昔の友人Lavater
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を非難するだけでなく，キリスト信仰の聖殿をも攻撃した時代である。そ
の後彼は殊にKant並びにSchillerより影響を受け，キリスト教に対す
る激しい態度は漸次隠やかなものとなった。彼は生涯の最後に「イエスを
崇拝する畏敬の証明」を述べると共に「太陽が最高の啓示」であることを
告白している。
Goetheが生れる8年前,Lavaterは敬虚なキリスト者の家庭の子とし
て生れ，早くから信仰に目覚めていたようである。この信仰は彼の生涯を
貫いたのである。彼は拡い教養を備える為PoTnmernのPredigerSpalding
のもとに赴いた。当時，彼もすでに文筆の仕事に携わっており，そこで
GellertやMendelsohnなどと知り合うこともできたのである。後にZiirch
のWaisenhausKircheの副牧師になり，更にPeterskircheの牧師となっ
た。1793年から1796年まで,Lavaterは精神病に近い異常な精神状態にあ
った。その後1799年ロシアとオーストリアとの間に於ける協定の際，誤解
をまねき，約1ケ月Baselに捕らわれたこともあった。そして1801年1月
Ziirichとの戦闘でフランス兵の銃弾に倒れ，その生涯を終えたのである。
彼が生涯糾弾したのは啓蒙主義の精神に対してであった。又彼には数多く
の教会歌， ドラマ，伝道書， 更に政治に関する著述もみられる。例えば
1798年出版された,,WorteeinesfiPeienSchweizersandieGroBeNationGG
や，,PhysiognonischenFragmentzurF6rderungderMenschenkenntnisund
derMenschenliebeGGがある。
Lavaterの宗教的立脚点はイエス，キリストが彼にとって,,,K6nigder
MenschheitGcであると同時に,,GottessohnG6であると言う処にある。24才
のGoetheがすでに教会主義のキリスト教から離脱していた頃，他方，当
時キリスト教界で著名であったEvangeliumの布告者であるLavaterは独
断的な狂信者でも，敬虚主義者でもなく，啓蒙主義と戦い，政教を拒絶し
ていた。
GoetheもLavaterも互の友情と言う贈物に魅せられ,GoetheはLava-
terのことを「比類なき天才である。往くとして可ならざるはなき人であ
る6)」と言い，又2年半の友情の後にも彼はLavaterに宛て,,Lavater6,Du
nimmstinLiebezumirab!schre btmirnur,wenndumichbraucht!
merk!Dirdasundg6nnemiraucheineguteStundeG@(1776)と書簡を送
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っている。彼等はある時，一緒に旅行する機会を得た。その旅路はこの二
人の間を一層緊密にし， Lavaterは Goetheの輝かしき英智を十分に知り，
次第に彼への傾倒を深めたかの観がある。だが彼等の心の不協和音の波は，
やがて二人の友情の舟を時折り翻弄した。 Lavaterは宗教的信仰に於て，
Goetheの考えを是認することはできなかった。 と言うのは自己の信念を
唯一のものと信じている Lavaterにすれば，いつか Goetheにも改宗の時
が訪れるものと容易に思われ，ただ彼を寛大に取扱っていたのであり，決
して理解ある寛容ではなかった。 Goetheからすれば， Lavaterは人を教
ぇ，導く牧師であるとは言え，その教えの背後に常にある目的観念が働い
ていたので，彼の求める感情の純粋性は得られなかったのである。
あれ程迄に最高の賛辞を送りながら，彼等の間に亀裂が生じたと言うの
も，結局，その原因が宗教の根本的な見解の相違にあったようである。こ
れ以外にその原因を求めるのは困難ではなかろうか。
8年間と言う長い友情に初めて互いに知った苦しい破綻は1781年に起っ
た。それは決して偶然的に起ったのではなく，それまでしばしばキリスト
並びに宗教に関する意見の交換がなされていたのであるが，二人の間の確
執が，その頃になって顕著に表われてきたのである。 「キリスト教徒か，
さもなくば無神論」と言うのが Lavater の宗教，キリスト教への態度で
あった。 Lavaterの宗教思想は Klopstockゃ Basedowの影響のもとに成
長し， Roussowの刺激を受け，当時の宗教思想の主潮であった信仰の啓蒙
化にあきたらず，感情的宗教精神の中に，真の宗教的生命があるとした。
彼は聖書の註釈者によって伝えられる言葉そのままに，文字通り解釈する
ことに依り，一つのキリスト像を作りあげ， それを理想の姿とし， それ
と一致融合することが自己の努力の究極のものであると信じて疑わなか
った。
一方，，Dichtungund Wahrheit"で，，jederMensch habe am Ende doch 
seine eigene Religion" ,i と述べる Goetheにとって，信仰とは信ずるこ
とが問題であり，何をどう信ずるかは全く問題ではなかったのである。そ
れ故，彼は Lavater の相対主義的神観を認め得なかったのである。この
秀れた偉大なる詩人， Goetheはこのことを卒直に表現し，自己の信仰告
白を類いなく美事に，，Faust"の中の一登場人物に語らせている。
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Werdarfsagen!
Ichglaub,anGott？
Werdarfihnnennen？
Undglaub'ihn.
Werempfinden,
Undsichunterwinden
Zusagen1ichglaub，ihnnicht？
DerAllumfasser,
DerAllerhalter,
FaBtunderhalternicht
Dich，mich，sichselbst？
W61htsichderHimmelnichtdadroben?
LiegtdieErdenichthierunterfbst？
UndsteigenfiPeundlichblickend
EwigeSternnichtherauf？
Schau'ichnichtAug'inAugedir,
Unddrangtnichtalles
NachHauptundHerzendir,
UndwebtinewigemGeheimnis
Unsichtbarsichtbarnebendir？
ErfiilldavondeinHerz,sogroBesist,
UndwennduganzindemGefiihleseligbist,
Nennesdann,wieduwillst,
Nenn'sGltick!Herz!Liebe!Gott!
IchhabekeinenNamen
Dafiir!Gefiihlistalles!
NameistSchallundRauch
UmneblendHimmlsglut.8)
※
学問，芸術，文学，社会秩序，経済生活等の西欧の文化財は古代ギリシ
ャに根ざしている。ギリシャ人は道徳的，肉体的調和を追い求めた。しか
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もそれは利己的な動機に依らず，神の試錬の証しの為である。自己の目標
をただ実際的かつ利己的な目的に向ける人々は軽蔑された。紀元前2世紀
の中葉にローマ帝国にギリシャ文明が入ってきた。
ギリシャ文明は Humanitasの概念と人間の尊厳に包まれていたのであ
り，内的な休らぎと調和，自足，公正，温和，あらゆる境遇に於ける尊敬
すべき態度，学問と芸術の保護，束縛の無い自由，それらの全てが目的で
あり，それらの遵守は人間の尊厳を約束した。ローマ帝国の成立した時，
既にその内部に崩壊を含んでいた。キリスト教文化の出現により古代文化
の理想を人々は喪失してしまった。だが，古代の精神生活に於て中世の教
会にその成果を現わしたし，スコラ哲学はその一部をアリストテレス学派
に礎石を置いた。 14世紀末，イタリアに起った Renai,,anceによって古典
的思潮が復活した， 宗教改革の時代迄， この新しい時代の Humanismus
は宗教上の中立のものであった。古代世界の甦生とそれに関連するスコラ
的束縛からの解放により，偉大な文化的生命，即ち哲学，芸術，自然科学
等の文化の生命が自由に開花した。 ドイツではこの発展はずっと遅C
Goethe時代にその最盛期が到来した。 JohnLockの哲学では，啓蒙主義
は成長してゆく文化的無感覚に対する闘いと｛故されたし， 文化を妨げる
,,Intellktualismus" となった。ドイツ古典派の人々， Wieland, Winkelm:a-
nn, Herder, Goethe, Schiller, Fichte, Schleiermacher達はこの精神に反対
して，，Humanitasgedanken"を新しく理解し，全面的，調和的な精神的人
間の外的及び内的教養の理想を語った。そのうちでも， Schillerはスコラ
的無感覚に対して反対しているうちに，人間的，殊に君主の独裁は聖書に
よって強いられるのを見た。彼にとって，，Gottheit"の適任者としての牧
師は創造的な，，Kiinstler"であった。 Schillerは人間自身が想像する，，Idee"
の世界に，全ての神的な予感を見たのである。
Spinozaの影響のもとに起った天才時代の，，Neuhumani,;mus"は19世紀，
即ち自然科学と技術の最盛期の時代に入って起た。前世紀を振り返ってみ
ると，言うまでもなく，人々は西欧の精神が Renaissance以来，聖書的な
態度に依らず， ,,Humanistisch''な態度によって支られてきたのに気付く。
嘗ての古代世界では，神々は人間の理想化された偶像であったものが，今
や観念論や，人間の観念の中で神的なものが考えられるに至り，神の本質
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は人間の自意識に於ける観念的な見解に従って現われるところとなった。
神に関する矛盾はずっと古い時代から我々の時代にまで続いている深い
淵である。
Schleiermacherに言はせれば「我々は意識をもって，我々の自意識の要
素として自分自身と神を作る」のであり， Fichteに依れば「人間の人生の
最も深い望み，意志は神からは告げられない」のである。又聖書が語る神
の世界は我々人間の概念では逆説的である。キリスト教の立場からすれば，
自然科学の実証は信仰への桟道ではなく，聖書には真実と詩が互に織りな
され，神はイエス，キリストを通して人間に語るのであろうし，福音書に
依れば，神により生ずる力の泉はキリストの結合によって生じるのであろ
う。キリスト教徒にとって，聖書は歴史書でもなければ，自然科学の入門
書でもなく，神がその中で人間に人間の口を借りて語りかけ，世界の出来
事を話すものなのだろう。だが，信仰とは客観的に言うなれば人間と神と
の絆であり，主観的には人間の「行」に他ならない。
Lavaterはキリスト教的な典型であり， Goetheは Humanistenの典型
である。彼は生涯，その最後の日迄，キリストと言う人間を相手にしたの
に対し，他方， Lavaterは恐らくキリストと共に生き，彼は生涯を神との
結合による力で過したのであろう。
GoetheとLavater はその世界，人間，神を全く異なった観点に立って
見詰めており，その人生の意義も全く異なったものであった。 humanisti-
schen Christentumに依れば， 神の認識とは人間の一部であり， 福音書で
は，神は人間を導く者としてキリストを示したのである。又観念主義では，
神は人間の精神の内部で現実化され，聖書に依れば，全ての人々は神の前
で救を必要とする罪人であり， その救済はキリストに示される。 Neuhu-
manismus の解する人間は自由に創造された自由なものである。それはキ
リスト教の反対者ではなく，信仰と言う階段の上により高い理性の階段を
積重ねたものである。
Goetheは彼の人生の中葉からキリストを彼独自の方法で尊敬し，愛慕
した。 Lavaterにとって，ィエスは，，allesin allem"であり，キリストが
無ければ無神論と言うのが彼の持論であった。彼にすればキリストは全て
の地上的なものを超越したものであり，いつの時代にも生きている神的な
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,,Du"であった。それに反して Goetheにとってキリストは「神の水晶の
ように輝く器」であった。友人 Lavaterとの訣別の理由を解明し，更に
Goetheの宗教的なるものの発想がキリスト教的ではな<, Humanismus 
にあることを識った， 我々が最後に考察するのは， かかる Humanismus
に基盤を置く Goetheの宗教的なるものが最後に到達したところである。
※ 
Goetheは心の問題や宗教の問題を「学」の対象と言うよりもむしろ
「生」の世界に求めたのである。彼は一切の現実を真性の顕現とし，畏敬
の念をもって静銀した。そして，，Dichtungund Wahrheit"の中で，，Der
Glaube sei ein heiliges GefiiB, in welches ein jeder sein Gefi.ihl, seinen 
Verstand, seine Einbildungskraft, so gut als er vermoge, zu opfern bereit 
stehe"9iと信仰を定義する彼にとって，この宇宙には意義のないものはな
く，最も卑少なるものをも永遠の真性のあらわれとし，現実の統一の中に
置かれたもの，永遠の必然によって規定されたものは，この世界に実証し
ようとする理念への示唆に他ならなかった。このように現実を偉大なる神
秘として情調に満ちた眼をもって，世界の森羅万象を一様に眺める Goethe
にとって，信仰は彼の大前提であった。又それ故にこそ，彼にとってキリ
ストが「神の水晶のように輝く器」であり，現実も又「観察と畏敬の器」
であり得たのである。だが Goetheがここに意味する信仰は ，Maximen 
und Reflexionen"の，，Esgibt nur zwei wahre Religionen, die eine, die 
das Heilige, das in und uns wohnt, ganz formlos, die andere, die es in der 
schonsten Form anerkennt und anbetet. Alles, was dazwischen liegt ist 
Gotzendienst", 0 iや， Dichtungund Wahrheit"での，’―,so bildete ich mir 
ein Christentum zu meinem Privatgebrauch" m と言う言葉，更には1813年，
彼の友人 FriedrichJachobeに宛てた書簡m を想起すれば，決して一定宗
教によって規定された信仰箇条に対するものではないことがうかがえる。
即ち彼の信ずる神，或いはキリストは当時の神学が思惟するような意味で
はなく，最も素朴な宗教感情に内在する神，或いはキリストである。この
ことは，彼の宗教的な感受性が当時の宗教思想に対する批判精神から発す
る彼独自の宗教観とその深い宗教的体験のあらわれを示していると同時に，
彼のその従順でない態度がかえって，最もよく Goetheの信仰内容の生命
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に充ちたものであることを示していると言えるのではないか。何故なれば，
信仰が生命に充ちていることは，信仰心そのものがその人に内在している
からである。だからこそGoetheのキリストも彼独自の形態をとったもの
となり，彼独自の宗教となる。彼の,,Pelagianismu36も正しくない信仰に
あるもの，習俗に合ないすべてのものを捌いて断罪することを嫌い，神の
自由な永遠の愛を信じ，善をなさないものにも，尚恵まれる愛を信じた。
そして神を罰せんが為に常に不完全を探し求めている暴君とみることがで
きなかったGoetheにとって，教会と僧侶精神は真の福音に反していると
思えたのである。彼はこのように異教的，非教会的なキリスト教に生涯と
どまったのである｡Goetheの解したイエスの宗教，自由な愛とキリスト
の恵みの福音，心地よい能動的な愛を彼は充分理解し，人としてのキリス
トに深い畏敬を捧げた。
ところで，人間的存在はなんらの差別もなく，何時，如何なる場合に於
ても，時間と空間に制約された有限必滅の存在である。この有限必滅の人
間が無限を求めるところに, Goetheの,,DasUnaussprechlicheGG,8)が存
する。人間とは"VerganglichkeitGGを単に動物のように本能的，無意識的
にではなく，それを意志的，意識的にも超越し克服せんと努力するところ
にある。この努力が永生不死を願う心となりあらわれる。人間の「行」の
すべてはここにその根源を有する。Goetheの幼時の空想より晩年の思索
にまで貫く関心事は宇宙の実相の探究と神の諦観であった。
彼は幼時より彼独自の方法で神を求め保持していた。鉱物の標本で宇宙
を象徴する祭壇を作り神を礼拝したこともあった。又彼の大学生活は彼に
神学の形式に沿った神を理性的に探究することを教えた。その後，肉体的
にも精神的にも疲れ果て，故郷に帰った彼に, Klettenbergの深憂と純粋
な信仰に依る神の存在の教示があった。それからGoetheが錬金術を研究
し， 自然科学の分野に没頭したのも，物体にその根源を探り，考察したの
もそこに神の能作を見ようとしたからであった。更に彼が解剖学や植物学
の実践考察を試みたのも，その生物の原型を見つけ出し，そこに神の姿を
探ぐる為であった。 Goetheのこのような宇宙を通して宇宙に於ける普遍
的にして根源的な神を憧れ求めた， この要求こそ，彼の終生を貫いた
FauSt的要求である。そしてこの神的なるものを彼は壮年に至り，殊に人
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間の有する本来の性質の内面に示現されたものと解し，有限必滅の存在が
無限に対処しようとする我々人間の宿命とする悲痛の諦観を"Faust66の
中で美事に詩化している。
"UndwasderganzenMenschheitzugeteiltist,
WillichinmeineminnernSelbstgenieBen,
MitmeinemGeistdasH6chst'undTiefStegreifbn,
IhrWohlundWehaufmeinenBusenhaufbn,
UndsomeineigenSelbstzuihremSelbsterweitern,
Und,wiesieselbst,amEnd'auchichzerscheitern."14)
このようにあらゆる学と言う学を究め尽くして，尚宇宙の真理を把握し
得えず， 自己の存在に苦悩するFaust-そしてまたGoetheはその無限へ
の欲求の激情に駆られ永遠に努力する人，即ち「行」によって宇宙を体験
しようとした,,Tatengeniu:cである｡Goetheは,,Faust6Gに於てその不断
の努力の故えに混沌と慎悩の暗闇の世界から救済される。彼には常により
崇高にして純浄なろうとする究極の憧慢，不屈の活動，即ち「行」があっ
た。神には又，常に彼を救済しようとする永遠の愛がある。永遠の力の根
源である神はあらゆる暗い衝動にも終局に光輝く目的を授け，不断に努力
するすべてのものを救済する。人の「行」と神の「救済」とは相関関係に
ある。否，それどころか「行」そのことは神であり，神は又，人の「行」
に他ならない。 ,,DasUnaussprechlicheGGを憧れる「心」と「努力｣，これ
こそ人間の根源的な生命である。だが人間はこの根源を無限にもちながら
現実に於て有限である。それ故，その無限を尽くし得えぬ個性の宿命を担
っている。人間はすべて個性的であり，個性は唯一的でしかも固有の素質
を持っている。この素質こそ人中に於ける神的なものである。人間にはこ
の素質があることは予想されるが， しかしこれを完全に把握し論理的に実
証することは不可能である。それ故， これを許すことは神秘を許すことに
なる。各々の人間に素質と言うものを認めたGoetheには，この内在的な
神秘主義があった。自然に於ける神を認めた彼は， 自己の見出すすべての
ものに最深の念を持って対処した。畏敬の念こそ人間にとって，それは最
高のものであり，最も基本的な原理であって，あらゆる善の根源でなけれ
ばならないものである。そしてこの畏敬の念があらゆる最深の人間関係を
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抱含し，人間を究極的には神に向かわせるのである。 Goetheにとって，
彼が，，PlidagogischeProving"で説くこの ,,Ehrfurcht"u> こそ人生の自然
に内在する神性に帰すべきものであった0 Goetheは神に対する畏敬を人
間の内部にある神的なものに対する畏敬として解した。彼はこのことを神
学的な論証に依らず，自己の「心」と絶ざる不断の「行」のうちに自証し
ようと試み， かつこのような神を「行」によって信じた。「畏敬の念」こ
そ，それは Goetheの宗教的なるものの本質であり，人生の最後に解した
ものである。彼にとって，尊厳なる感情を客観的に表わしたものが神であ
り，彼の宗教的なるものはその感情の溢れる魂から生じたものであって，
自然と魂とのうちに感得された神である。だが自己の内面的な成長と共に，
魂に代って理性が睡めるのであるが，その理性にも捕らわれることなく，
彼独自の神に接近した。ここに到達した GoethG"の宗教とは，溢れる心情
に施律を与え，世界の和音のうちに自制と諦念によって「自」と「他」の
自由のメロデイーを奏でさせることにあり，彼は人生の終局に於て，人間
の欲求と現実との一致を期待しつつ，不断に努力するものの永生不死なる
信条のうちに自適するに到った。
Goetheの宗教的態度が教えるものは， 時代の相違により， その影響力
の減少要素があるにしても，そのような時間の隔りを超越し，永遠な人間
の本質を的確に把握し，世界の調和と言う結果を現在にも，又未来にも産
みつづけるであろうところにある。これは世界の神秘に対する敬虔な心を
持つ彼の態度から由来するもので， Goetheの精神こそ， 「精神の疎外」
と言われる現代の危機を克服する道をよく示しているものと思う。
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Goethe und Lavater. 
-über die religiöse Haltung Goethes-
Yoshitaka HASHIMURA. 
In unserer Zeit, wo das Leben der Menschheit bis in seine Grundfesten 
erschüttert ist und die Frage nach dem Sinn des Lebens sowohl Neuordnung 
auf allen Kulturgebieten als auch eine Besinnung auf die höchsten Lebens-
werte verlangt, werden die Erforschung der Grundursache des Bruches des 
Freundschaftsverhältnisses zwischen Goethe und Christen Lavater und die 
Beobachtung der religiösen Haltung Goethes als Humanisten erneut an 
Bedeutung gewinnen. Ich bin der Meinung, dass der Geist Goethes, der das 
Wesen des Menschen erforschte und erfasste, einen Weg zeigt, die Krise der 
Gegenwart, die sogenannte „Selbstentfernung des Geistes", zu überwinden. 
Zugleich will ich das Religiöse erklären, das der Tatengenius Goethe 
zuletzt erreichte. Die Religion, die seinen überströmenden Gefühlen eine 
Harmonie gibt, besteht darin, dass sie durch Selbstbeherrschung und 
Entsagung im Einklang mit der Welt eine freie Melodie über das Thema 
„das lchund die Welt" spielen lässt, und in der Erwartung, dass das 
Verlangen des Menschen und die Wirklichkeit übereinstimmen, führte er 
nach einem unsterblichen Glaubensartikel ein ruhiges Leben in der 
Zurückgezogenheit. 
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